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Blue Sky
長い夏休みが終わりました。今年の夏は昨年までと違い、自分自身と向き合う時間が多かったと思います。

自分の目標に向けて学習を積み重ねたり、いろいろな高校の見学に行ったり、時にはリフレッシュする時間

を持つなど有意義に過ごすことができたのではないでしょうか？夏休みが終わってしまうのは寂しいです

が、気持ちを切り替えて過ごしていけるといいですね。 

前期もあと一か月ほどで終わりです。今後は進路の話がより現実味を帯びたものになっていきます。夏休

みの間に調べたことをもとに、自分の進路についてしっかりと考えていきましょう。まずは４日と５日の定

期テストで自己ベストが出せるよう、頑張ってください！ 

以下は、生徒集会にて３年生の生徒会本部役員の人たちが話してくれた内容を載せました。それぞれの想

いが綴られています。これからの生活の中で意識して過ごしていきましょう。 

【 生徒会本部役員 Mさん 】 

 私は佐倉中の代表として「佐倉市いじめ防止こどもサミット」に参加しました。テーマは「いじめを見つ

けたときにできることを考えよう」でした。 

もし皆さんが、つらい状況にある時、周囲の誰もが知らないふりをし、黙っていたらどう感じるでしょう

か。孤独を感じ、絶望してしまうかもしれません。逆に、誰か一人でも「それは、おかしい！」と声を上げ

てくれたら、どれほど心強く感じることでしょう。今回のサミットでは、『いじめの傍観者ではなく、「誰か

を支える存在」として何ができるのか』を考えてきました。 

 サミットを通して、私自身もつらい経験をしたことがあるので、いじめの後遺症を誰かに経験してほしく

ないと思いました。そして、見て見ぬふりをせず、誰かを守れる行動を選べるようになりたい、という感想

を持ちました。私たちの学校でいじめによって悲しむ人、苦しむ人が一人も出ないように、「傍観するので

はなく、勇気を持って誰かに相談してみたり、声をかけたりするなどの行動」を大事にしていきたいです。

今回、報告したことを佐倉中のみんなが意識して生活してくれたら嬉しいです。 

生徒集会の話 

【 生徒会本部役員 Sさん 】 

 夏休みが終わり、今日から学校生活が再開します。９月からの新生活をスタートするに向けた話をします。 

 １つ目は「夏休み前の反省を生かす」ということです。夏休み前、各学年の学年集会にて評議員から話が

あったと思います。話の中で挙げられたクラス・学年の課題をなくしていけるようにしていきましょう。よ

かったところは継続し、反省点は改善できるようにしていきましょう。 

 ２つ目は「行事」です。６月開催の体育祭も終わり、桜陵祭へ向けての練習が始まっていると思います。

クラスで取り組む大きな行事はこれで最後となります。体育祭で培った絆やクラスの団結力を、これからの

練習に生かしてきましょう。そして、１０月の本番の時に、各クラスがこれまでで一番の歌声をアリーナに

響かせられるよう、全力で取り組んでいきましょう。 

佐倉市いじめ防止こどもサミット 



 

 

 

 

  

９月  １日（月）弁当持参 避難訓練       １８日（木）第２回実力テスト 

２日（火）給食開始            ２６日（金）生徒会役員選挙、立会演説会 

４日（木）前期期末テスト①        ３０日（火）全校評議会（前期最終） 

５日（金）前期期末テスト② 

 

１０月 ２日（木）全校委員会（前期最終）    １５日（水）進路説明会・全校評議会（後期最初） 

３日（金）桜陵祭中間発表会       １６日（木）第３回実力テスト 

９日（木）前期通知票配付        ２２日（水）桜陵祭 

    １０日（金）生徒会役員任命式       ２３日（木）後期中間テスト範囲発表 

          前期後期入替式（午前日課）  ２７日（月）～３１日（金）三者面談 

 

１１月 ６日（木）後期中間テスト①       ２０日（木）全校委員会 

     ７日（金）後期中間テスト②       ２５日（火）～２８日（金）希望制三者面談 

    １３日（木）全校評議会          

 

１２月 １日（月）希望制三者面談        １６日（火）全校委員会（３年生最終） 

     ５日（金）市学習状況調査        ２２日（月）大掃除・ワックスがけ 弁当持参 

    １１日（木）第５回実力テスト       ２３日（火）生徒集会 弁当持参 

          全校評議会（３年生最終） 

【 生徒会本部役員 Aさん 】 

 僕は今回、長崎に行って、実際に被爆地を訪れたり、被爆者の体験を聞いたりすることで戦争について知

り、とても悲しい気持ちになりました。そして、戦争について考えさせられる３日間でした。原爆の被害は

今も残っており、被爆者の中には健康への不安がある人たちもいます。このような悲しいことが二度と起き

ない世界にしていきたいと思いました。日本は世界で唯一の原爆の被爆国です。今回の話を聞いて、家族や

友人に戦争や原爆の悲惨さを伝えていくことが大切だと思います。 

 現在、被爆者の年齢は平均８６歳になっています。これからの未来の子供たちにも、平和の大切さと二度

と戦争を起こしてはいけないという思いを伝えていけるよう、みんなで平和の輪を広げていきましょう。 

 

【 生徒会本部役員 Nさん 】 

  この三日間で、被爆建造物や、実際に被害を受けたものを生で見て、現地に行かないと得られないものが

たくさん経験できました。被爆者平均年齢が 86歳を超えている今、私も平和を守っていく一員に加わりたい

なと今回の活動を通して感じました。今後、いつ戦争が起きてもおかしくない状況にある、ということを聞

いたので、原爆や戦争を自分事として、身近な人や物を大切にしながら生活していきたいです。今回の活動

を通して「戦争と平和」について、今までよりも多く考え、向き合い、学ぶことができました。この経験を生

かして、自分が大人になったときに、今回長崎で私たちに原爆や戦争について教えてくださった方々のよう

に、戦争を知らない世代に伝えていきたいな、と思いました。 

佐倉平和使節団 

↑使節団の二人が奉納 

した佐倉中の折り鶴 


